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配偶者・パートナー：あり 825 （ 78.0 ） 358 （76.8 ） 204 （ 73.9 ） 0.356
月経：閉経後 684 （ 64.7 ） 292 （ 62.7 ） 166 （ 60.1 ） 0.353

















配偶者・パートナー：あり 405 （ 63.7 ） 202 （ 66.4 ） 107 （ 58.2 ） 0.181
月経：閉経後 309 （ 48.6 ） 139 （ 45.7 ） 83 （ 45.1 ） 0.584
出産：経験あり 493 （ 77.5 ） 223 （ 73.4 ） 129 （ 70.1 ） 0.085
連続量：平均値±標準偏差
離散量：人（％）
49.0±8.4 48.7±7.7
p値
消化器がん検診受診経験なし（n=1124）
抵抗感なし 抵抗感小 抵抗感大
（n=636） （n=304） （n=184）
49.4±8.3
 
 
表３　消化器がん検診受診経験の有無における抵抗感による子宮頸がん検診定期的受診なしのオッズ比と95%信頼区間（n=2924）
子宮頸がん検診
定期的受診者（％）
消化器がん検診受診経験あり
抵抗感なし 325/1058（30.7）
抵抗感小 97/466（20.8）
抵抗感大 51/276（18.5）
消化器がん検診受診経験なし
抵抗感なし 83/636（13.1）
抵抗感小 28/304（9.2）
抵抗感大 11/184（6.0）
Model　1：単変量解析
Model　2：年齢調整
Model　3：年齢、配偶者・パートナーの有無、月経状況、出産経験の有無調整
OR：Odds Ratio（オッズ比）、CI：Confidence Interval（95%信頼区間）
2.36（1.23-4.53） 2.38（1.24-4.57） 2.29（1.19-4.42）
ref． ref． ref．
ref． ref． ref．
1.96（1.41-2.72） 1.99（1.43-2.77） 1.91（1.37-2.67）
1.48（0.94-2.33） 1.49（0.95-2.34） 1.49（0.95-2.36）
1.68（1.29-2.18）
Model 3
OR（95%CI）
1.69（1.30-2.19）
Model 2
OR（95%CI）
1.69（1.31-2.19）
Model 1
OR（95%CI）
 
 
 
 
－38－
?????における???がん??????の???がん??????と??に?する???との??
考察 
本研究では、消化器がん検診受診経験ありの者では、
抵抗感なし群と比べ、抵抗感小群、大群とも子宮頸がん
検診の定期受診なしのオッズ比が有意に高かった。一方、
消化器がん検診受診経験なしの者では、抵抗感大群での
み子宮頸がん検診定期受診なしのオッズ比が有意に高か
ったことが明らかとなった。 
消化器がん検診受診経験がある者は抵抗感が少しでも
あれば子宮頸がん検診の定期受診のオッズ比が低かった
ことより、抵抗感が強く関連していることがわかった。
子宮頸がん検診は視診、細胞診、内診と簡便な検査では
あるが、心理的な抵抗感を伴う検査である。このような
女性特有がん検診に伴う心理的抵抗感に対しては、担当
するスタッフを女性にすることや、プライバシーの保護
に十分注意すること、恥ずかしいという気持ちがあるこ
とを十分理解することが必要と考えられる。 
一方、消化器がん検診受診経験がない者は抵抗感が大
きい者でのみ子宮頸がん検診の定期受診なしのオッズ比
が有意に高かった。消化器がん検診受診経験がない者は
対象企業で希望すれば受けることができるにもかかわら
ず、受けていない集団であり、がん検診自体に関心が少
ないことや、がん罹患を自分自身の問題として認識でき
ていない可能性等の要因が考えられる。子宮頸がんは早
期発見、早期治療が可能となっており、早期発見のため
にはがん検診を受診することが重要である。抵抗感に配
慮した検診場所の環境を整え、その情報を発信すること
で受診につなげることが必要である。 
本研究の限界として、まず今回は「抵抗感」を質問紙
の項目内より 2 つ（「内診がいやだから」「男性医師がい
やだから」）選択し評価したため、この2つの項目のみで
「抵抗感」を測定できるとは言い難い。そのため今後は
「抵抗感」を測定できるような他の要因も考慮し、検討
する必要がある。次に、一企業の女性就労者を対象とし
た分析であるため結果の一般化には限界がある。今後の
研究の蓄積が必要である。 
 
結論 
女性就労者において消化器がん検診受診経験別に検診
に対する抵抗感と子宮頸がん検診定期受診との関連を検
討した結果、消化器がん検診受診経験ありの者では、抵
抗感が小さい者でも子宮頸がん検診の定期受診なしが有
意に高かった。一方、消化器がん検診受診経験がない者
では、抵抗感が大きい者でのみ子宮頸がん検診の定期受
診なしが有意に高かった。抵抗感に配慮した検診環境を
整え、その情報を発信し、子宮頸がん検診を受診しやす
くなるような働きかけが必要である。 
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